
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネット刃とトリマー刃とを備えた往復式電気かみそりであって、支持枠とこの支持枠に
取り付けたネット外刃とを備える上記ネット刃は、その支持枠が保持枠に対して上下スラ
イド自在に支持されるとともに上方に向けてばね付勢されることでフロート自在とされた
ものであり、上記トリマー刃はネット刃の上記支持枠に取り付けられて

ネット刃と 一体にフロートするものであるとともに、支持枠に
対する上下スライドによってネット刃の刃部の近傍に刃部を位置させた状態とネット刃の
刃部よりも下方に刃部を位置させた状態との間を切換自在となっていることを特徴とする
往復式電気かみそり。
【請求項２】
　トリマー刃はその刃部をネット刃の刃部の近傍に位置させた状態において動力伝達部材
と係合し且つその刃部をネット刃の刃部よりも下方に位置させた状態において動力伝達部
材と切り離されるものであることを特徴とする請求項１記載の往復式電気かみそり。
【請求項３】
　トリマー刃の表面には、該トリマー刃を保持しているネット刃のフロート動作について
のロック手段のための操作部が設けられていることを特徴とする請求項１または２記載の
往復式電気かみそり。
【請求項４】
　トリマー刃はその刃部をネット刃の刃部の近傍に位置させた状態において上下位置を調
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整自在としているものであることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の往復
式電気かみそり。
【請求項５】
　トリマー刃の固定刃は略直角に曲げられて外側に向けられた刃先を有しており、該刃先
部と略直角をなしている部分がネット刃の支持枠に保持されていることを特徴とする請求
項１～４のいずれか１項に記載の往復式電気かみそり。
【請求項６】
　トリマー刃はその刃部をネット刃の刃部の近傍に位置させた状態においてその刃先をネ
ット刃の刃部とほぼ同じ高さに位置させるものであることを特徴とする請求項１～５のい
ずれか１項に記載の往復式電気かみそり。
【請求項７】
　ネット刃の支持枠におけるトリマー刃を上下スライド自在に保持する保持面がネット刃
の上下フロート方向に対して傾いた傾斜面として形成されて、トリマー刃はその上動で刃
部をネット刃に接近させるものであることを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記
載の往復式電気かみそり。
【請求項８】
　外面が切り換え用の操作部となっているトリマー刃は電気かみそり本体における電源操
作用のスイッチハンドルが配された面と同じ面に配設されていることを特徴とする請求項
１～７のいずれか１項に記載の往復式電気かみそり。
【請求項９】
　トリマー刃はネット刃の両面に夫々設けられていることを特徴とする請求項１～８のい
ずれか１項に記載の往復式電気かみそり。
【請求項１０】
　トリマー刃の外側に肌伸ばし部材が配設されているとともに、上記肌伸ばし部材はその
上縁に備えた肌伸ばし部がトリマー刃の刃先よりも上方に位置する状態とトリマー刃の刃
先よりも下方に位置する状態との間でトリマー刃に対して上下スライド自在に取り付けら
れたものであることを特徴とする請求項１～９のいずれか１項に記載の往復式電気かみそ
り。
【請求項１１】
　トリマー刃はその刃部をネット刃の刃部よりも下方に位置させた状態において刃先側に
向けて突出し且つ上記刃部をネット刃の刃部の近傍に位置させた状態において後退して刃
先を露出させる部材を備えていることを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載
の往復式電気かみそり。
【請求項１２】
　トリマー刃はネット刃の支持枠に対して上下反転自在に取り付けられていることを特徴
とする請求項１～９のいずれか１項に記載の往復式電気かみそり。
【請求項１３】
　トリマー刃は刃先が設けられた縁と上下逆の縁に肌伸ばし部材を備えていることを特徴
とする請求項１２記載の往復式電気かみそり。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明はネット刃とトリマー刃とを備えている往復式電気かみそり、殊にトリマー刃の
支持構造及び駆動構造に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　剃り残しなく早剃りするために、ネット刃とトリマー刃を同時に肌に当てて髭を剃るこ
とができるようにしたものがある。また、肌当たり感の向上を目的として、ネット刃及び
トリマー刃をフロート構造（ばね付勢に抗して押し沈めることができるもの）としたもの
も提供されている。
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【０００３】
　トリマー刃をフロート構造としたものとしては、特開平６－９１０６７号公報に示され
たものがある。これは電気かみそりの本体背面に

トリマー刃を位置決めのクリック部
で自由度をもたせることによってフロート可能としている。
【０００４】
　また、特開平８－ 号公報には外刃フレームの中にトリマー刃をフロート自
在に配設して、トリマー刃が一定量沈めばネット刃も連動して沈むようにしたものが示さ
れている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
　しかし、前者の電気かみそりは、トリマー刃が本体に取り付けられているために、トリ
マー刃を 上側位置に切り換えた時、ネット刃
との間に隙間があいてしまい、剃り時において肌がその に入り込んでスムーズな肌当
たりを得られない。また、この公報に記載のものでは、クリック部の摩擦力が働くために
、トリマー刃のフロートが固く、ネット刃との一体感のある動きを得ることができない。
【０００６】
　また後者においては、ネット刃とトリマー刃とは個別にフロート自在に支持されている
ために、それぞれに上向きの付勢力が与えられたものとなっており、このためにトリマー
刃とネット刃の両方を同時に肌に押し当てて沈める場合、両方の付勢力に抗して沈めるこ
とになり、フロートが固くてゴツゴツした感触が生ずるものとなっている。
【０００７】
　また、トリマー刃は 外刃枠の中にあって、外刃枠がトリマー刃の外面
を覆っているために、肌に対して斜めに当てた時、外刃枠の上縁部が肌に当たってしまっ
て肌に刃を適正に当てることができないだけでなく、不快な肌当たり感を与えてしまう。
また、トリマー刃を常時駆動するものとなっているために、トリマー刃を使わないときに
は無駄な電流を消費してしまう。これは電池電源のものでは問題がある。
【０００８】
　さらに、どちらの例においても、トリマー刃に許された動きはフロートのための上下動
のみであり、左右には傾かないものとなっている。従って、左右に傾くことも可能なフロ
ート構造となっているネット刃と組合せた場合、肌に対して刃が浮いた状態となって、剃
り残しが発生してしまうとともに、トリマー刃が部分的に肌に当たるために肌当たりが悪
くなってしまう。
【０００９】
　トリマー刃で左右に傾きを持たせることができるものとしては、特開平６－９１０６８
号公報に示されたものがあるが、ここではトリマー刃の保持部にがたつきを持たせること
で左右の傾きを許しているだけであるために、駆動時の騒音、振動が大きく、フロート構
造でないことから肌当たりも悪い。
【００１０】
　本発明はこのような点に鑑みなされたものであって、その主たる目的とするところはネ
ット刃とトリマー刃とが協動して髭剃りをスピーディに且つ肌当たり感良く行うことがで
きる往復式電気かみそりを提供するにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　しかして本発明は、ネット刃とトリマー刃とを備えた往復式電気かみそりであって、支
持枠とこの支持枠に取り付けたネット外刃とを備える上記ネット刃は、その支持枠が保持
枠に対して上下スライド自在に支持されるとともに上方に向けてばね付勢されることでフ
ロート自在とされたものであり、上記トリマー刃はネット刃の上記支持枠に取り付けられ
て ネット刃と 一体にフロートするものである
とともに、支持枠に対する上下スライドによってネット刃の刃部の近傍に刃部を位置させ
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た状態とネット刃の刃部よりも下方に刃部を位置させた状態との間を切換自在となってい
ることに特徴を有している。フロート自在となっているネット刃にトリマー刃を取り付け
ることにより、ネット刃が上下方向だけでなく左右の傾きも許されたフロートを行うもの
においても、ネット刃とトリマー刃とが一体的にフロートするようにしたものである。
【００１２】
　ここにおけるトリマー刃は、

ものであることが好ましい。
【００１３】
　また、トリマー刃の表面には、該トリマー刃を保持しているネット刃のフロート動作に
ついてのロック手段のための操作部を設けておくとよく、

ものであることも好
ましい。
【００１４】
　トリマー刃は、その固定刃が略直角に曲げられて外側に向けられた刃先を有しており、
該刃先部と略直角をなしている部分がネット刃の に保持されたものとなっていると
よい。
【００１５】
　また、トリマー刃は その刃
先をネット刃の刃部とほぼ同じ高さに位置させるものや、ネット刃の におけるトリ
マー刃 保持面が

傾斜面として形成されて、トリマー刃はその上動で ネット刃に接近 もの、
トリマー刃が 電源操作

用のスイッチハンドル 同じ面に配設されているもの、トリマー刃がネット
刃の両面に 設けられているものが好ましい。
【００１６】
　トリマー刃

上下スライド自在に取り付けら
れたものや、

ものも好ましい。
【００１７】
　さらに、トリマー刃がネット刃の に対して も
よく、この場合、 肌伸ばし部材を設けておくとよい。
【００１８】
【発明の実施の形態】
　以下本発明を実施の形態の一例に基づいて詳述すると、図２及び図３に示す電気かみそ
りは、平行に並ぶ２つのネット刃１，１と、両ネット刃１，１間に位置するスリット刃２
と、片側のネット刃１の外側に位置するトリマー刃３の総計４つの刃を電気かみそりの本
体５の上端に配したもので、本体５のハウジング５０内には、モータ５１と蓄電池５９と
が納められており、本体５の前面には図５にも示すようにスイッチハンドル５５が配設さ
れている。
【００１９】
　上記モータ５１は、振動型リニアアクチュエータであって、往復振動を行う２つの出力
部５４，５４を備えており、これら出力部５４，５４にはネット刃１における内刃１８，
１８が夫々押し上げばね１９，１９によって上方へ付勢された状態で取り付けられる。上
記押し上げばね１９は、ネット刃１におけるネット外刃１０と内刃１８との接触圧の設定
用である。また、片方の出力部５４にはトリマー駆動子３９が取り付けられ、他方の出力
部５４にはスリット刃用駆動子２９が取り付けられる。

10

20

30

40

50

(4) JP 3840832 B2 2006.11.1

その刃部をネット刃の刃部の近傍に位置させた状態におい
て動力伝達部材と係合し且つその刃部をネット刃の刃部よりも下方に位置させた状態にお
いて動力伝達部材と切り離される

トリマー刃の刃部をネット刃の
刃部の近傍に位置させた状態において上下位置を調整自在としている

支持枠

その刃部をネット刃の刃部の近傍に位置させた状態において
支持枠

を上下スライド自在に保持する ネット刃の上下フロート方向に対して傾い
た 刃部を させる
外面が切り換え用の操作部となっている 電気かみそり本体における

が配された面と
夫々

の外側に肌伸ばし部材が配設されているとともに、上記肌伸ばし部材はその
上縁に備えた肌伸ばし部がトリマー刃の刃先よりも上方に位置する状態とトリマー刃の刃
先よりも下方に位置する状態との間でトリマー刃に対して

トリマー刃の刃部をネット刃の刃部よりも下方に位置させた状態において刃
先側に向けて突出し且つ上記刃部をネット刃の刃部の近傍に位置させた状態において後退
して刃先を露出させる部材をトリマー刃が備えている

支持枠 上下反転自在に取り付けられていて
刃先が設けられた縁と上下逆の縁に



【００２０】
　前記４つの刃のうち、２つのネット刃１，１とスリット刃２とが保持枠６とともに主刃
ブロックＡ（図４参照）を構成して、本体５のハウジング５０にはハウジング５０の上端
の結合フレーム部５７を介して着脱自在に取り付けられる。トリマー刃３は上記主刃ブロ
ックＡの側面に取り付けられる。
【００２１】
　主刃ブロックＡにおける各ネット刃１（内刃１８を除く）は、図８に示すように、ネッ
ト外刃１０と外刃枠１１と支持枠１２とからなるもので、ネット外刃１０は曲げられた状
態で外刃枠１１にヒートシール固定される。また、外刃枠１１は支持枠１２に下側から挿
入固定することで、支持枠１２に一体化される。
【００２２】
　スリット刃２は図７に示すように、スリット外刃２０とスリット内刃２１、スリット内
刃２１がヒートシール固定されている継手２２、そしてスリット外刃２０の長手方向両端
に位置してスリット外刃２０がヒートシール固定されている一対の支持体２３とからなる
もので、スリット内刃２１は支持体２３の上面と継手２２の下面との間に配設される押上
げばね２４による付勢でスリット外刃２０内面に接する。図中２０１，２３１はヒートシ
ール固定部、２２２，２３２は ばね２４用のばね受けである。
【００２３】
　上記 の への装着は、支持枠１２を保持枠６に被せるとともに支持枠
１２の両端に夫々設けた係合片１２１を保持枠６に設けたスリット６１内に上下スライド
自在に差し込むことで行う。このとき、保持枠６における
フック６２は係合片１２１の上方の縦長孔１２２に位置し、支持枠１２の突部１２３は保
持枠６のスリット６１近傍部分の両面に接する。フック６２によって抜け止めがなされた
状態で上下動自在に保持されたネット刃１は、保持枠６におけるフロート用ばね片６３が
外刃枠１１の側方突出部１１３の下面に接すること 上方
にばね付勢される。従って、保持枠６に対してネット刃１はフロート自在となっている。
ここで、支持枠１２の内寸は保持枠６の外寸より大き目に設定してあり、後述の左右の傾
きも許すものとしてある。
【００２４】
　保持枠６の幅方向中央部に上下動自在に配設されるスリット刃２は、支持体２３の係止
部２３３を保持枠６のフック６４に係合させることで抜け止めがなされるとともに、保持
枠６のばね受け６５と支持体２３のばね受け２３４との間に配設されたフロートばね２５

によって上方へばね付勢されてフロート自在となっているもので、係止部２
３３が保持枠６内面の縦溝６６内を上下にスライドし、支持体２３の外側に位置するカバ
ー片２３６のところに設けた縦リブ２３５が保持枠６外面の縦溝６７内をスライドするこ
とで、 の上下動についてのスライドガイドを行う。スリット刃２の可動刃２
１への往復振動の伝達は、継手２２の下端が前述のスリット刃用駆動子２９と係合するこ
とによって行われる。
【００２５】
　トリマー刃３は、図６に示すように櫛状の刃先が約９０°曲げられて設けられている固
定刃３０と、同じく櫛状の刃先を備えた可動刃３１と、可動刃３１を固定刃３０に押し付
ける押し上げばね３２、トリマー基台３３、 ３４、トリマー継手３５等か
らなるもので、固定刃３０はその刃先部に溝穴３０１とヒートシール穴３０２を備えてお
り、ヒートシール穴３０２にはトリマーカバー３４の下面のヒートシールボス３４２がヒ
ートシールされて固定刃３０にトリマーカバー３４が一体に固定される。またトリマーカ
バー３４の取付フック３４１と固定刃３０の中央部に設けた固定溝３０３が結合して、中
央部での浮きが防止される。上記溝穴３０１はトリマーカバー３４の下面のガイドボス３
４３と係合する。
【００２６】
　固定刃３０の上記刃先部を除いた部分である保持部には、ガイド溝３０４とスライドフ
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ネット刃１ 保持枠６

上記スリット６１の上端にある

でフロート用ばね片６３によって

（図９参照）

スリット刃２

トリマーカバー



ック３０５、軸孔部３０６、結合孔３０７が設けられている。上記ガイド溝３０４は、片
方のネット刃１の支持枠１２外面に形成されたガイドフック１２４と係合して、支持枠１
２に対する上下スライドのガイドを行う。また、スライドフック３０５は、支持枠１２の

スライド係止リブ１２５と係合することにより、トリマー
刃３が上下スライドする際に、上死点と下死点とでのがたつきを防ぐ。
【００２７】
　トリマー基台３３は、固定刃３０との間に、前述の可動刃３１と押し上げばね３２とば
ね保持枠３６ならびにトリマー継手３５とロック釦３７を挟み込んだ状態で固定刃 と
結合される。この結合は、トリマー基台３３の裏面に設けた取付ボス３３１を固定刃３０
の結合孔３０７に挿通してヒートシールすることで行われる。また、トリマ一基台３３の
裏面に設けたリンクボス３３２は、トリマー継手３５の軸孔３５１を貫通し、固定刃３０
の軸孔部３０６に抜ける。トリマー基台３３の裏面下側に２つ設けたガイド溝止めボス３
３３は、固定刃３０と結合した状態において、固定刃３０のガイド溝３０４の下側を閉じ
て抜け止めを行う。
【００２８】
　上記リンクボス３３２によって回転自在に支持されたトリマー継手３５は、その上端の
駆動ボス３５３を可動刃３１の駆動穴３１１と係合する。トリマー継手３５の下端の結合
ボス３５２は、前述のトリマー駆動子３９に係合する。トリマー駆動子５４に結合ボス３
５２が係合している状態では、出力部５４及びトリマー駆動子３９の往復振動が

３５を介して可動刃３１に伝達される。
【００２９】
　上述のように、トリマー刃３は主刃ブロックＡ 上下にスライド自
在に取り付けられているわけであるが、図１及び図１２ (b)にトリマー刃３を上動させた
状態を、図１０及び図１２ (a)にトリマー刃３を下げた状態を示す。トリマー刃３を下げ
た状態では、トリマー継手３５がトリマー駆動子３９と係合していないために、モータ５
１を作動させてもトリマー刃３は作動しない。また、主刃ブロックＡにおける２つのネッ
ト刃１，１とスリット刃２のみで髭を剃る場合において、トリマー刃３の刃先が肌に当た
ることがないように、トリマー刃３は相当量下側に位置した状態で保持される。
【００３０】
　トリマー刃３を上げた状態では、図１に示すように

、トリマー継手３５がトリマー駆動子３９と係合するために
、可動刃３１の往復駆動がなされる。また、ネット刃１の支持枠１２のトリマー刃３の取
付面は、下側が外側に広がった傾斜面としてあってトリマー刃３を上動させれば、トリマ
ー刃３の上端刃部はネット刃１の刃部に するために、トリマー刃３とネット刃１を両
方同時に使って剃る場合においても、肌のたるみや落ち込みを防止でき、肌当たりの良い
スムーズな剃り味を出すことができる。
【００３１】
　そして、トリマー刃３は片側のネット刃１に取り付けられて、該ネット刃１と一体にフ
ロート自在となっており、肌に押し付けた時には同時に沈み込むものである。
【００３２】
　ところで、トリマー刃３をネット刃１に対して上下にスライドさせて上下位置を切り換
える時、特にトリマー刃３を下げる時、ネット刃１も追従して動いてしまってはトリマー
刃３の上下動操作がしにくくなる。このために、ここではトリマー基台３３に設けたロッ
ク釦３７を押し込めば、図１１に示すように、ロック釦３７の先端の押付ボス３７０が支
持枠１２の下側に設けた弾性フック部１２６を押し込んでその下端内側を ６の前面
に設けたロックボス６８に乗り上げさせ、ネット刃１のフロートをロックすることができ
るようにしてある。従って、トリマー刃３を下げる操作において、 を支えて
いる支持枠１２が下がることがないものであり、このために無駄な
、トリマー刃３の上下動操作を行うことができる。
【００３３】
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　また、トリマー刃３は、本体５のスイッチハンドル５５の配設面と同じ面に配置してい
る。スイッチハンドル５５の操作とトリマー刃３の上下動操作とを一連の操作として同じ
指で行うことができるようにしているものであり、また本体５を持ち替えずにトリマー刃
３によるもみ上げ揃えを行うことができるようにしたものである。
【００３４】
　そして、この電気かみそりでは、ネット刃１は上下にフロートするだけでなく、図１３
に示すように、左右の傾きもフロート用ばね片６３の付勢下において自在となっているの
であるが、ネット刃１にトリマー刃３を取り付けているために、ネット刃１が傾く時、ト
リマー刃３も傾くものであって、 がどんな向きにフロートした場合においても
ネット刃１とトリマー刃３との相対的位置関係は変化しない。従って、肌への追従性も良
く、ネット刃１を押し付けた肌に対して、常に安定した接触状態でトリマー刃３も接触す
るものであり、トリマー刃３が肌に強く食い込んで刺激を生じたり、逆に、肌との間に隙
間が生じて剃り残しが多くなったりすることがないものである。
【００３５】
　図１４に他例を示す。これはネット刃１に対するトリマー刃３の上下位置を複数段階で
調整できるようにしたもので、ここでは、 上側のスライド係
止ボス１２５’を上下に長くしてその範囲内で微妙な凹凸を付けている。トリマー刃３を
上動させた時、その高さを微妙に調整することができるものであり、ネット刃１との位置
関係をユーザの好みや剃り部位に合わせた最適な位置を選ぶことができるものである。
【００３６】
　図１５～図１７は、２つのネット刃１，１の各外面側に夫々トリマー刃３，３を設けた
ものを示している。基本的構造は、前述のものと同じであるが、図中背面側の

への動力伝達のために、スリット刃用駆動子２９が取り付けられる一方の出力部５４に
トリマー駆動子３９も取り付けている。前後にトリマー刃３，３を配した図示例のもので
は、前後どちらから剃る場合においても同じ剃り性能を得ることができるために、向きを
気にして持ち替えたりすることなく、早剃りができる。
【００３７】
　図１８～図２０に示したものは、トリマー刃３の外面に肌伸ばし用フィン７０を上縁に
備えた肌伸ばし部材７を上下スライド自在に設けたもので、長手方向両端に設けたフック
部７１をトリマー基台３３の側面の長穴３３５に係合させることで上下動自在に保持され
ている。またトリマー基台３３の長穴３３５の側部の上下２ヶ所に位置決め溝３３６を設
けて、肌伸ばし部材７の位置決めを行えるようにしている。
【００３８】
　図１９に示すようにトリマー刃３が下側にあり且つ肌伸ばし部材７が下側にある状態

、肌伸ばし部材７を上方へスライドさせれば、図２０に示すように、肌伸ばし部材７は
トリマー刃３の刃先部を覆ってトリマー刃３の刃先が肌に当たることを防ぐとともに、肌
伸ばし部材７のフィン７０が肌を伸ばして髭を起こすことにより、髭をより短く剃ること
を可能とする。また、不使用時のトリマー刃３が肌と接触することを防止できるために、
トリマー刃３の上下スライド量を小さくすることができ、トリマー刃３や支持枠１２をコ
ンパクトにすることが可能となる。
【００３９】
　図２１～２４に別の例を示す。これはトリマー刃３におけるトリマ一基台３３と固定刃
３０の前後相対位置を変化させることができるようにしたもので、固定刃３０とトリマー
基台３３とは、下側ではトリマー基台３３の取付ボス３３１と固定刃３０の結合穴３０７
がヒートシール結合し、上側では、固定刃３０の結合アーム３０９がトリマー基台３３の
結合溝３３７に係合して、前後移動自在に結合する。また、押し上げばね３２には、可動
刃３１を押し上げるばね部３２１以外に、前後ばね部３２２が設けられており、トリマー
基台３３を固定刃３０から離れさせる方向の力を働かせる。このために、トリマー基台３
３と固定刃３０とは下部を軸として、上側が開く相対回転移動が可能となっている。なお
、トリマー継手３５と固定刃３０の相対位置関係を保つために、リンクボス３３２は固定
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刃３０側に形成している。そして、固定刃３０は支持枠１２のガイドフック１２４に係合
、トリマ一基台３３は支持枠１２のガイド溝１２８に係合する。ガイド溝１２８は支持枠
１２のトリマー刃３取付面に対し、上側にいくほど近接するように、相対的に傾斜させて
ある。
【００４０】
　従って、トリマー刃３を下げている時には、図２３に示すように、トリマー基台３３の
上部が固定刃３０から離間して、固定刃３０の刃先が肌に直接触れるのを防止する。また
、トリマー刃３を上動させた時には、図２４に示すように、トリマ一基台３３の上部が固
定刃３０に接近して固定刃３０の刃先を露出させる。この場合においても、不使用時のト
リマー刃３の刃先が肌と接触することを防止できるために、トリマー刃３の上下スライド
量を小さくすることができ、トリマー刃３や支持枠１２をコンパクトにすることができる
。
【００４１】
　図２５～図２８に示すものは、トリマー刃３を上下反転させることで、トリマー刃３の
下縁に設けた肌伸ばし部材７を上側に位置させることができるようにしたものである。こ
こでは支持枠１２に設けたボス９０が固定刃３の軸孔部３０６とトリマー継手３５の軸孔
３５１とトリマー基台３３の長穴９１及び回転ばね９２を貫通し、その先端にねじ９３で
ワッシャー９４が取り付けられる。図中９５はフック部９５１がトリマー基台３３のカバ
ー係合穴９６と結合することでトリマー基台３３に取り付けられてねじ９３を覆うねじカ
バーである。
【００４２】
　固定刃３０の軸孔部３０６は筒状に形成されていて、その外周面でトリマー継手３５の
回転支持を行う。軸孔部３０６の内径は、ボス９０に対してトリマー刃３の上下スライド
を許す大きさのものとなっている。
【００４３】
　そして、トリマー基台３３の下縁にはエラストマーで形成した肌伸ばし部材７を設けて
おり、ボス９０を中心にトリマー刃３全体を１８０°回転させて上下を反転させることで
、肌伸ばし部材７を最適位置にセットすることができるようにしてある。
【００４４】
　図 (a)は刃先が上側になっているトリマー刃３を下げた位置にセットした状態を示
しており、この状態からトリマー刃３を上動させれば、図 (b)に示すトリマー刃３の
使用が可能な状態となる。
【００４５】
　そして図 (a)に示した状態から、トリマー刃３を１８０°回転させれば、

ネット刃１の刃部とほぼ同じ高さに肌伸ばし部材７が位置し、肌伸ばしとして
使用可能となる。この時、トリマー刃３の刃先は 下方に位置することになるため、肌
に当たって肌を傷つけたりすることがない。なお、トリマー刃３を上動させた状態におい
ては、トリマー継手３５がトリマー駆動子３９に係合しているために、トリマー刃３を回
転させることはできない。
【００４６】
　図中９７は回転操作用リブである。また、支持枠１２には図２０及び図２１に示す３状
態に対応した回転フック係合穴９８を設けてあり、固定刃３０の下側に設けた回転フック
９９先端の背方側に突出する突起部が回転フック係合穴９８に係合して位置決めを行う。
【００４７】
【発明の効果】
　以上のように本発明においては、支持枠とこの支持枠に取り付けたネット外刃とを備え
るネット刃は、その支持枠が保持枠に対して上下スライド自在に支持されるとともに上方
に向けてばね付勢されることでフロート自在とされたものであり、上記トリマー刃はネッ
ト刃の上記支持枠に取り付けられて ネット刃と

一体にフロートするものであるために、ネット刃が上下方向だけでなく左右の傾きも許
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されたフロートを行うものにおいても、ネット刃とフロート刃とが一体的にフロートする
。従って、トリマー刃とネット刃とが共に肌に当たった状態を良好に維持できるものであ
り、またネット刃の支持枠にトリマー刃を取り付けていることからネット刃の刃部の近傍
にトリマー刃の刃部を位置させるにあたって両者の間が離れてしまうようなこともないた
めに、肌当たりが良く、剃り残しも少なくすることができる。しかも、トリマー刃は支持
枠に対する上下スライドによってネット刃の刃部の近傍に刃部を位置させた状態とネット
刃の刃部よりも下方に刃部を位置させた状態との間を切換自在となっているために、トリ
マー刃をネット刃の刃部より下方に位置させた状態とすることで、ネット刃単独での使用
も問題なく行うことができる。
【００４８】
　そして、トリマー刃 動力
伝達部材と係合し且つその刃部をネット刃の刃部よりも下方に位置させた状態において動
力伝達部材と切り離されるようにしておけば、無駄な負荷電流を消費しないため電池が長
持ちすることになる。
【００４９】
　また、トリマー刃の表面に、該トリマー刃を保持しているネット刃のフロート動作につ
いてのロック手段のための操作部を設けておくことで、フロート自在なネット刃にトリマ
ー刃を取り付けているにもかかわらず、トリマー刃の 操作を必要最
低限の操作量で行うことができる。
【００５０】
　そして、トリマー刃を

ものでは、ネット刃との同時剃りを行う上において、トリマー
刃と肌との接触状態を使用者の好みや剃り部位に合った最適状態にセットすることができ
るものとなる。
【００５１】
　トリマー刃は、その固定刃が略直角に曲げられて外側に向けられた刃先を有しており、
該刃先部と略直角をなしている部分がネット刃の に保持されたものとなっていると
、トリマー刃の刃先部分の厚みを小さくすることができ、ネット刃との距離を小さくする
こともできるため、トリマー刃とネット刃を両方同時に使って剃る場合においても、肌の
たるみ、落ち込みが防止でき、肌当たりの良いスムーズな剃り味を出すことができる。
【００５２】
　また、トリマー刃は その刃
先をネット刃の刃部とほぼ同じ高さに位置させるものとしておくと、ネット刃によって肌
との位置関係が固定されるために、トリマー刃が肌から浮いたり、逆にトリマー刃の刃先
が肌に食い込んだりする状態が生じるのを防ぐことができ、剃り残しがなく、肌当たりの
よい剃り性能を得ることができる。
【００５３】
　ネット刃の におけるトリマー刃 保持面を

傾斜面として形成して、トリマー刃がその上動で
ネット刃に接近するようにしておけば、ネット刃との距離をさらに小さくすることがで

きる。
【００５４】
　また、 トリマー刃を
電源操作用のスイッチハンドル 同じ面に配設しておけば、トリマー刃の移
動操作とスイッチ操作とが本体の持ち替えを必要とすることなく指の移動だけで行うこと
ができて、操作しやすいものとなる。また、トリマー刃によってもみあげを揃える時にお
いても、手を捻ったり、本体を持ち替えたりせずに楽に剃ることができる。
【００５５】
　そして、トリマー刃をネット刃の両面に夫々設けておけば、前後どちら向きに剃る場合
においてもトリマー刃とネット刃の同時剃りが可能となり、より早く、より剃り残しなく
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剃り上げることができる。
【００５６】
　トリマー刃の

上下スライド自在に取り付けて
もよい。トリマー刃を使わない場合においては肌伸ばしとして機能させることができ、よ
り短く剃ることが可能となる。
【００５７】
　トリマー刃が

ものとしておけば、トリマー刃を使わない状態において
はトリマー刃の刃先の露出を少なく、あるいは無くすことができ、刃先が肌に当たって肌
を痛めたりすることを防ぐことができるものであり、またトリマー刃の上下スライド量を
少なくしても問題が生じないために、構造をコンパクトにできる。
【００５８】
　さらに、トリマー刃をネット刃の に対して 、完全に
肌がトリマー刃の刃先に当たらないようにすることができる。しかも、

肌伸ばし部材を設けておくと、上記反転によってトリマー刃を肌伸ばし
部材として用いて、より短く剃ることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施の形態の一例の要部断面図である。
【図２】　同上の断面図である。
【図３】　同上の正面図である。
【図４】　同上の主刃ブロックとトリマー刃の分解斜視図である。
【図５】　同上の本体部分の分解斜視図である。
【図６】　同上のトリマー刃の分解斜視図である。
【図７】　同上のスリット刃の分解斜視図である。
【図８】　同上のネット刃の分解斜視図である。
【図９】　同上の保持枠の斜視図である。
【図１０】　同上のトリマー刃を下げた状態の要部断面図である。
【図１１】　同上のトリマー刃の上下操作のためにネット刃のフロートをロックした状態
を示す要部断面図である。
【図１２】　 (a)(b)は同上のトリマー刃の上下スライド動作を示す部分正面図である。
【図１３】　 (a)(b)は同上のトリマー刃のネット刃と一体のフロート動作を示す部分正面
図である。
【図１４】　他例における主刃ブロックの斜視図である。
【図１５】　同上の更に他例における主刃ブロックとトリマー刃の分解斜視図である。
【図１６】　同上の本体部分の分解斜視図である。
【図１７】　同上の要部断面図である。
【図１８】　さらに他例のトリマー刃の分解斜視図である。
【図１９】　同上の要部断面図である。
【図２０】　同上の肌伸ばし部材を上動させた状態の要部断面図である。
【図２１】　別の例のトリマー刃の分解斜視図である。
【図２２】　同上のネット刃における支持枠の斜視図である。
【図２３】　同上のトリマー刃を下げた状態での要部断面図である。
【図２４】　同上のトリマー刃を上げた状態での要部断面図である。
【図２５】　さらに別の例のトリマー刃の斜視図である。
【図２６】　同上のネット刃における支持枠の斜視図である。
【図２７】　 (a)(b)は同上のトリマー刃の上下スライド動作を示す部分正面図である。
【図２８】　同上のトリマー刃の上下反転状態の部分正面図である。
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外側に肌伸ばし部材が配設されているとともに、上記肌伸ばし部材はその
上縁に備えた肌伸ばし部がトリマー刃の刃先よりも上方に位置する状態とトリマー刃の刃
先よりも下方に位置する状態との間でトリマー刃に対して

その刃部をネット刃の刃部よりも下方に位置させた状態において刃先側に
向けて突出し且つ上記刃部をネット刃の刃部の近傍に位置させた状態において後退して刃
先を露出させる部材を備えている

支持枠 上下反転自在に取り付ければ
刃先が設けられた

縁と上下逆の縁に



【符号の説明】
　１　ネット刃
　３　トリマー刃
　１１　外刃枠
　１２　支持枠

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】
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【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】
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